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HIV、性的接触関連の問診項目再検討の背景

• 諸外国はHIVのリスクについて、個別リスク（性感染症罹患歴、薬物を使用したセックス、

セックスワーカー、新たな/複数のパートナーとの性的接触）に基づく評価について検討した。
MSMについてはアナルセックスがリスク行動であるとされ、行動に基づく評価に
移行した。条件に合致する場合はMSMでも献血可能となった。日本では
2011年以降、性的接触にかかる問診項目にかかる検討を実施していない

• 性的マイノリティへの理解を深めるための「LGBT理解増進法」の成立・施行を
踏まえた、すべての献血申込者に配慮した表現への移行を検討する

• エイズの原因ウイルスがHIVであり、性的接触により感染すること、感染のリスク
を軽減する効果的な予防方法を身に着けることについて理解することは、中学
校の保健体育の学習指導要領で定められている。「エイズ感染」、「エイズ検
査」は「HIV感染」、「HIV検査」に改める
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Blutspende von Personen mit sexuellem Risikoverhalten – Darstellung des aktuellen Standes der medizinischen Wissenschaft ;Stand 26.05.2021 を改変

各国のMSM供血者選定基準 （2023年10月現在、ドイツ医学会資料を改変）
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国名 供血延期期間 実施年

イタリア 個別リスク評価 2000

スペイン 個別リスク評価 2001

デンマーク , フィンランド, オランダ 4ヶ月間 2020

チェコ 6ヶ月間 2007

アイルランド 1年間 2017

オーストリア, ポルトガル 1年間 2020

スエーデン 1年間 2011

スロバキア, スロベニア 1年間 2020

ハンガリー 1年間 2020

オーストラリア,  ニュージーランド 3ヶ月間（豪:原料血漿は個別リスク評価） 2020 (2023)

カナダ 個別リスク評価 2022

アメリカ 個別リスク評価 2023

イギリス 個別リスク評価 2021

フランス 個別リスク評価 2022

スイス 個別リスク評価 2023

ドイツ 個別リスク評価 2023

香港 6ヶ月間 2021



諸外国におけるHIV感染リスクの問診にかかる検討

• 英国、米国、カナダ等で、（MSMというだけでなく）個別リスク評価（性
感染症罹患歴、薬物を使用したセックス、セックスワーカー、新たな/複数の
パートナーとの性的接触）によるHIV感染リスクが評価された

• その結果、新しい、もしくは複数のパートナーとのアナルセックスによる
HIV感染リスクが高いことが分かった

• 各国ではこれらの検討結果に基づき献血受け入れ基準を変更した
• 基準変更後のモニタリングにおいて、HIV感染リスクの上昇はみとめら

れていない
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性的接触にかかる問診項目について

令和２年８月27日付薬生発0827第７号 厚生労働省医薬・生活衛生局⾧通知「安全な
血液製剤の安定供給の確保等に関する法律第25条に基づく健康診断並びに生物由来原料
基準第２の１（１）及び２（１）に規定する問診等について」

カ その他の感染リスク
性的接触
過去６月以内に不特定または新たなパートナー、または血液にリスクを及ぼすウイ
ルス持続保持者との性的接触がないこと。
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• 性的接触にかかる問診内容は詳細に示されてない。
• 献血をお断りする条件を過去の運営委員会で検討した結果を踏まえ、平成23

年から現在の表現を用いている



日本における性的接触関連問診項目の変遷
平成6年頃（全国統一前の一例）

次の項目に該当する方の献血はお受けすることはできません。
（ア）男性同性愛者、両性愛者。（イ）麻薬、覚せい剤を使用している人。（ウ）エイズ患者、感染者、またはその疑いのある人。
（エ）買春行為をしている人。（オ）上記（ア）～（エ）の人と6か月以内に性的接触のあった人。

平成7年（全国統一問診票導入）
この1年間に次のいずれかに該当することがありましたか。
①不特定の異性と性的接触を持った。②同性と性的接触を持った。③売（買）春行為をした。④エイズ検査（HIV検査）で陽性と言わ
れた。⑤麻薬・覚せい剤を注射した。⑥①～⑤に該当する者と性的接触をもった

平成16年版
この1年間に次のいずれかに該当することがありましたか。
①不特定の異性と性的接触を持った。②男性の方:同性と性的接触を持った。③エイズ検査（HIV検査）で陽性と言われた。④麻薬・
覚せい剤を注射した。⑤①～④に該当する者と性的接触をもった

平成23年度版（現行）
6か月以内に次のいずれかに該当することがありましたか。
①不特定の異性または新たな異性との性的接触があった。②男性どうしの性的接触があった。③麻薬・覚せい剤を使用した。④エイズ検査
（HIV検査）が陽性だった（6か月以前も含む）。⑤上記①～④に該当する人と性的接触をもった
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現在の性的接触にかかる問診項目による献血制限

【６か月以内の性的接触について】
• 男性と女性

６か月以内に不特定または新たな異性との性的接触（方式問わず）があった
→同じ相手（異性）との性的接触歴が６か月を超えていれば献血可能

• 男性どうし
６か月以内に男性どうしの性的接触（方式問わず）があった

→同じ男性の相手との関係が６か月以上であっても、性的接触があれば献血不可
→６か月以内に男性どうしの性的接触がなければ献血可能

• 女性どうし
献血制限なし
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MSMであっても過去６か月
にMSM行為がなければ、現
在も献血は受け入れている



日本国内のMSMの行動調査*
• 出会いを求めて施設やツールを利用する人が多い 調査対象の3/4は、過去６か

月の性交渉の相手が２名以上であった
• 性感染症既往は、梅毒、クラミジア、淋菌、HBV、HIVの順に多い
• アナルセックスをしない人も一定数いる。MSMであっても頻繁にアナルセックスをする

わけではない（特に中高年）
• PrEPを知っている人は半数を超えており、効果を信用しHIV感染予防に使っている
• しかしながら、出会い目的の施設やツールを利用しない人、過去6か月の性交渉の

相手が1名という人もそれぞれ1/4程度存在する
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*MSMおよびゲイ・バイセクシュアル男性のHIV検査受検行動につながる支援（R1-R3年度厚生労働科学研究「HIV検査体制の改善と効果的な受検勧奨のための研究」）
研究代表者 今村顕史（東京都立駒込病院 感染症科）
研究分担者 本間隆之（山梨県立大学看護学部）
研究協力者 岩橋恒太（特定非営利活動法人 akta）
インターネット調査パネルにおける、本人の性別が男性であり、セックスの相手の性別が男性のみまたは男女ともあり、アナルセックスの経験があると回答したMSM475名を対象に調査
2021年9月に調査実施



日本のHIV/性的接触関連問診項目
問診19
エイズ感染が不安で、エイズ検査を受けるための献血ですか

問診20
６か月以内に次のいずれかに該当することがありましたか

① 不特定の異性または新たな異性との性的接触があった。
② 男性どうしの性的接触があった。 →６か月以上同じ相手であっても不可。女性どうしは不問。

③ 麻薬、覚せい剤を使用した。
④ エイズ検査（HIV検査）の結果が陽性だった（６か月以前も含む）。
⑤ 上記①～④に該当する人と性的接触をもった。
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HIV感染予防目的で抗HIV薬を使用したと申告があった場合は６か月の供血延期としている（社内基準）
ピアス（器具共有）、刺青、針刺し事故等は問診10で６か月の献血延期としている。



参考資料（HIV,性的接触関連）
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献血で判明するHIV陽性の状況

11

令和5年8月18日開催第161回エイズ動向委員会資料

（参考）



日本の新規HIV感染者の発生状況
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令和5年8月18日
エイズ動向委員会資料より

（参考）



日本の新規エイズ患者の発生状況
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令和5年8月18日
エイズ動向委員会資料より

（参考）



MSMおよびゲイ・バイセクシュアル男性の
HIV検査受検行動につながる支援

（R1-R3年度厚生労働科学研究「HIV検査体制の改善と効果的な受検勧奨のための研究」）

• 研究代表者 今村顕史（東京都立駒込病院 感染症科）
• 研究分担者 本間隆之（山梨県立大学看護学部）
• 研究協力者 岩橋恒太（特定非営利活動法人 akta）
• インターネット調査パネルにおける本人の性別が男性であり、セックスの相手の性別が男

性のみまたは男女ともあり、アナルセックスの経験があると回答したMSM475名を対象に
調査

• 2021年9月に調査実施
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（参考）
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（参考）
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（参考）
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年齢階級別性行動および予防行動

新しい相手
を探す行動

ゲイ、LGBT向け出会い系アプリ

（参考）



18

年齢階級別性行動および予防行動（続き）（参考）
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（参考）



ドイツ医学会はドイツ規制当局（PEI）との合意の下、2021年9月16日に血液療法ガイドラインを改訂した。本改訂ガイドラ
インでは、重大な血液媒介感染症の感染リスクが著しく高い性行為を行う供血者に対し、供血延期期間をこれまでの12か月
から4か月に変更した。

https://www.pei.de/EN/newsroom/hp-news/2021/210924-hemotherapy-guideline-updated-period-donor-reservation-shortened.html?nn=164440 20

（参考）



https://www.pei.de/EN/regulation/marketing-authorisation-human/blood-components/bc-donor-questionnaire-content-5.html
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（参考）

ドイツ医学会はドイツ規制当局（PEI）との合意の下、2021年9月16日に改訂した血液療法ガイドラインを更新した
（2023年8月31日）。性的指向や性自認に関係なく、4か月以内に重大な血液媒介感染症の感染リスクが著しく高い性
行為を行う供血者に対し、供血延期期間を4か月に設定するとした。



Facing difficult but unavoidable choices: Donor blood safety
and the deferral of men who have sex with men

MSMに対する供血延期と供血の安全性に関する困難だが不可避な選択ついて

 一部の輸血感染症（TTI）はMSMと関連があるため、諸外国の多くは性的に活発なMSMに対し供血延期措置を講じている。これは、性
的指向のみに基づいて大規模なグループを除外することであり、不当な差別と見なされている。

 オランダではMSMのHIV陽性率は一般人より100倍高いとされている。米国のMSM人口は450万人ともいわれ、そのうち14％はHIV陽性
とする推算もある。リスクは低いが0ではない他の供血者群を受け入れている今日において、血液の安全性を確保するためにMSMの残りの
86%を供血延期にする必要はない。

 近年、英国とオランダはMSMの供血延期に関する方針を変更し、⾧期間（英国は３か月、オランダは１年間）にわたり一人のみの性交
渉相手をもつMSMは供血可能とした。

 英国は性的パートナーに関する性別の質問を問診票から削除し、３か月以内に新しい又は複数のパートナーがいたとしてもアナルセックスを
していなければ供血可能とした。これは、非常に多くのドナーを除外するという点で課題が残るし、アナルセックスに焦点を当てることによって
MSMに対し事実上不公平な扱いとなっている。

 オランダでは４か月以内に他の男性と性的接触があったかを問診票で尋ね、新しい又は複数のパートナーがいる場合は供血延期となるが、
MSMを安易に除外しすぎている。より詳細（tailor-made）なリスク評価を行うことにより、不当な差別は最低限のものとなるであろう。個
別リスク評価が奏功するか否かはドナー教育とリスク行動に関する正確で偽りのない開示が得られるかにかかっている。実際的には、問診事
項が⾧く詳細になればなるほど不遵守のリスクが高くなり、また、差別的とみなされる可能性もある。

 MSM供血延期の問題は、安全な血液製剤の投与を受ける患者の権利と平等に扱われるMSMの権利の対立する二つの権利の問題を含
んでいる。

Pierik R et al., Bioethics. 2022, 36, 8, 840-848.
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FAIR （個人リスク評価グループ） は、より個人のリスク行動に基づいた供血者選択基準にするため当該基準の変更を検討し
てきた。2020年にFAIR はMSMの供血基準を見直し、直近の性行動及び性経験に基づく手法を勧告し、SaBTO及び保健
省により承認された。当該変更により、これまで性的指向や社会的な性により供血対象から除外されていた供血者も下記に示
す個人リスク基準に適合していれば供血できるようになった。当該変更は2021年6月14日から英国輸血サービスで実施され、
全ての供血者に対して平等に適用されることになる。HIVの曝露前及び曝露後予防薬を服用している供血者に関しては、たとえ
個人リスク基準を満たしていたとしても、服用後3か月は供血延期とする。

Change Notification UK National Blood Services No. 16 – 2021 （26 May 2021）
Changes required for implementation of the FAIR study

＜個人リスク基準＞
a. 覚醒剤を含む薬物による性行為（薬物セックス）がある者は、最低3か月供血不可とする。当該リスクはすべての性的接

触者に対して適用する
b. 淋病と診断され治療が完了しフォローアップ期間が終了した者は、最低3か月供血不可とする。
c. 過去3か月間に性交渉の相手が2人以上いた、かつ、パートナーとアナルセックスを行った
d. 過去3か月間に新たなパートナーとアナルセックスを行った者は供血不可とする。性的関係をもつパートナーが1名の場合、

たとえアナルセックスをしているとしても最初の性的接触から3か月が経過していれば供血することができる
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2021年10月11日現在、大部分のサハラ砂漠以南のアフリカを含むHIV蔓延地域で性交渉がある、またはそう思われるパート
ナーと性的接触をした供血者は、最後の性的接触から3か月間の供血延期となっている。しかし、FAIRは、個人の性感染症リ
スクを評価する新たな供血問診票が導入されたことから、当該質問はもはや必要ないと結論づけ、2021年末から当該質問は
削除されることとなった。英国血液サービスは、変化しつつある将来の臨床ニーズに応えるためにはより多くの黒人供血者を受け
入れる必要があるとし、当該質問を削除することで黒人供血者がより供血できるようになると考えている。

Change Notification UK National Blood Services No. 45 - 2021 （21 December 2021）
Blood Safety Entry 

＜パートナーのリスク基準 ＞
以下に当てはまると思われるパートナーと性的接触をもった場合、最低３か月は供血してはならない

a)HIVまたはHTLV陽性
b)B型肝炎のキャリア
c)C型肝炎のキャリア
d)金銭または薬物と引き換えに性交渉を行ったことがある
e)薬物*を自身に注射したことがある、又は他者により注射されたことがある（1回のみ又は昔の注射も含む）。
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（参考）

*薬物とは、ボディービル用の薬物、日焼け用の薬物、ケムセックスのための薬物も含みます。
医師が処方した薬物については供血できる場合があるので、その際はご相談ください。



American Red Cross Statement on FDA MSM Deferral Policy （1 April 2021）

https://www.redcross.org/about-us/news-and-events/news.type=pressRelease.p=4.html

★FDAのMSMに対する供血延期措置に対するアメリカ赤十字社（ARC)の見解

 供血資格は個人の性的志向に基づいて決定されるべきではない。
 2020年４月、FDAはガイダンスを改訂し、MSMに対する供血延期期間を12か月から３か月に短縮したが、更なる進展が

必要と考える。2020年12月、ARC他はパイロットスタディ（ADVANCE study）を開始した。これは、個人リスクに基づい
た問診票が現行のものと同程度にHIVリスク軽減に有効かを検証することを目的としている。

 対象は、ゲイまたはバイセクシャルの男性、2000人程度。質問票への回答と血液検査（HIV、抗ウイルス薬等の検査）。
数週間後に再来し、検査の結果によっては追加の質問票に回答する。
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Recommendations for Evaluating Donor Eligibility Using Individual Risk-Based 
Questions to Reduce the Risk of Human Immunodeficiency Virus Transmission by 

Blood and Blood Products
Guidance for Industry / FDA, CBER （May 2023）

血液・血液製剤を介したHIVの伝播リスク低減に向けた個人リスクに基づいた問診項目による供血者適格性評
価に関する勧告（更新）

 男性間性交渉者（MSM）およびMSMと性交渉のある女性に対する供血延期を廃止し、代わりに、性別に関係なくリスク
の高い性交渉の有無について問う問診項目を導入し、個人のHIVリスク行動に基づいた供血延期を行う

 評価基準（次ページ）

＜供血者の適格性再確認＞
 21 CFR 630.35に基づき、供血延期となったことがある供血者は、その供血延期の根拠となった供血延期基準がその後適

用されなくなった場合、供血可能とすることができる。
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（例）米国の問診フロー（FDAのDHQ v4.0)
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新たなパートナー 複数パートナー

アナルセックスがHIV
感染リスク＝これが
なければ献血可能

アナルセックスがHIV
感染リスク＝これが
なければ献血可能

（参考）



以下の供血延期措置を推奨する。
• 過去に一度でもHIV陽性となった供血者、HIV感染の治療のための薬（例、抗レトロウイルス薬）の投与を受けた供血者は、

無期限の供血延期とする。
• HIV感染予防のための経口薬（例、暴露前予防又は暴露後予防のための短期作用型抗ウイルス薬）を服用した供血者は、

直近の服用から3か月間供血延期とする。
• HIV感染予防のための注射薬（例、暴露前予防のための⾧期作用型抗ウイルス薬）の投与を受けた供血者は、直近の注射

から2年間供血延期とする。
• 過去3か月以内に新しい性交渉の相手ができた又は複数の性交渉の相手がおり、且つ過去3か月以内に肛門性交を行った

供血者は、直近の性的接触から3か月間供血延期とする。
• 金銭または薬物と引き換えに性交渉を行ったことのある供血者、処方箋によらない薬物の注射を受けたことがある供血者又は

過去3か月以内にこれらの者と性交渉を行った供血者は、直近の性的接触又は注射から3か月間供血延期とする。
• 過去に一度でもHIV検査で陽性となったことのある者と性交渉を行ったことがある供血者は、直近の性的接触から3か月間供血

延期とする。
• 注射針等を介した他者の血液との接触歴、輸血歴、供血直前の刺青やピアス歴等のHIV感染リスク因子を有する供血者は、

直近のそれらの行為から3か月間供血延期とする。
• 過去3か月以内に梅毒又は淋病に感染した、又はそれらの治療を受けた供血者は、治療完了後3か月間供血延期とする。
• 凝固因子濃縮製剤の投与を必要とする血友病及び関連する凝固因子欠乏症の供血者は、HIV伝播リスクではなく供血者の

安全性の観点から、無期限の供血延期を推奨する。
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https://www.canada.ca/en/health-canada/news/2022/04/health-canada-authorizes-canadian-blood-services-submission-to-
eliminate-donor-deferral-period-for-men-who-have-sex-with-men.html

CBSは、MSMに対する3か月の
供血延期期間を廃止し、その代
替として性別や性的指向に関わら
ずすべての供血者に対しリスクの
高い性行為の有無によって供血
者を選別（スクリーニング）する
旨の要請書を提出し、カナダ保健
省により承認された。これを受け
CBSは2022年9月30日までに
新たな問診票を導入し、すべての
血液および血漿供血者に適用す
る方針を示した。
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https://www.canada.ca/en/health-canada/services/drugs-health-products/biologics-radiopharmaceuticals-genetic-
therapies/activities/fact-sheets/fact-sheet-blood-regulations.html#a3

新しい供血基準採用に際し参考にしたデータ

各供血基準におけるHIVリスクの予測モデル
・3か月の供血延期により推定されるHIV残存リスクは献血2,590万本に1本
・新しい基準では、HIVの推定残存リスクは献血2,070万本に1本

 CBSが実施したサーべーランス データ
 Engage study (カナダにおけるコホート研究）

多くのリスクの高い性行動は最近のHIV感染と相関している
・次の2つの質問を追加すると、直近のHIV感染に関するスクリーニングに役立つ
①過去3か月間に、新しい性的パートナーがいましたか?
「はい」の場合、「過去3か月間に、アナルセックスをしましたか?」

②過去3か月間に、性的パートナーが2人以上いましたか。
「はい」の場合、「過去3か月間に、アナルセックスをしましたか?」

 FAIR（個人リスクの評価）の報告書（英国で実施）
・特定のリスクの高い性行動（複数の性的パートナー、アナルセックス等）とHIV感染との間に強い関連性が見られた
・より個別化されたリスクベースの供血基準を推奨
・2021年6月、英国はリスク行動に基づく供血基準（質問内容はCBS案と同様）に移行した

外部の専門家による科学的、医学的、技術的な助言
・CBSの申請書類で示されたリスク行動に基づく供血基準を支持した
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・MSMに関連する問診事項を撤廃する

・HIV予防のための曝露前及び曝露後予防薬を服用している供血者は最後に服用し
てから4か月間供血延期

・供血延期となる服薬リストの更新

（参考）
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 図のようにMSMに対する供血延期期間は短縮されてきて、2022年4月に撤廃された。ただし、貯留保管血漿の
供血に関しては、2016年以降MSM関連の適格基準は除外された。

 貯留保管を行う輸血用血漿は、採血2～5カ月後の次の供血の検査合格の場合に使用される。この期間に再来
がない場合は分画原料として使用。

 他の供血であればMSMを理由に供血延期になるところだが、貯留保管血漿のMSM供血は延期にならず、この場
合、性的リスク（過去4か月間の複数のパートナー、高リスクのパートナー、性感染症の既往歴）に対する供血延
期率および感染マーカー（主に梅毒）陽性率が髙かった。

Vox Sanguinis. 2023;118:440–446

Evolving deferral criteria for blood donation in France: Plasma donation by men who 
have sex with men

（参考）



33https://www.lifeblood.com.au/blood/eligibility/sexual-activity

すべての供血に対し、個人リスク評価基準を導入するにはいくつかの懸念事項があるため、まずは原料血漿ドナーに
ついて承認申請

（参考）



34https://www.lifeblood.com.au/blood/eligibility/sexual-activity

Current approach
Individual risk

assessment
Plasma pathway

Questions about sexual activity as part of the

donor questionnaire
Yes Yes No

Anal sex with one sexual partner for > 3

months
MSM  not eligible Eligible Eligible

Anal sex with a new sexual partner for < 3

months
MSM not eligible Not eligible Eligible

More than one sexual partner in the last 3

months
MSM not eligible Not eligible Eligible

PrEP within last 3-4 months Not eligible Not eligible Eligible

原料血漿ドナーの供血基準から、性的接触による供血延期の記載を削除する（Plasma pathway） 旨、
規制当局（TGA）に申請。（2023.5.30に承認）

（参考）



35https://www.lifeblood.com.au/blood/eligibility/sexual-activity

 原料血漿ドナーの供血基準から、性的接触による供血延期の記載を削除する旨の規制当局（TGA）への申
請が承認された（2023年5月30日）。

 他の供血基準を満たしていれば、性行為に関係なく誰でも原料血漿を提供できる。
 PrEPを使用している人も原料血漿の供血可

（参考）




